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て規定されると提唱する、文化-歴史的アプローチ (cultural-historical approach) では、 Vygotsky の三角形モデ、ル























第 2 章で検証した事例は、 Web によるゲーム型協調学習システム rGeoTradeJ を用いて、大学生を対象に実験的
に行った遠隔学習である。 GeoTrade は世界地理を学習内容としており、複数の参加者が世界各国を巡りながら、交
渉を通して産物を取引し、利益をあげることを目標とするゲームである。
他の Web による協調学習システムと同様に GeoTrade も、コミュニケーション・ツールとコミュニケーションを
促進するためのリソース(例えば、資料や学習内容など)を組み合わせて構成されている。





















































そこで、本研究では超鏡システムを用いた教育実践のビデオ記録より、 「まるで同一の場所にいる J 現象が確認で
きるかを分析した。
その結果、歌の交流場面での「身体動作の引きこみ現象」、ぬりえ場面での「社会性の発現j 、肩組み時の「同一
の場所にいるような現象」が「同一の場所にいる現象J の事例として確認された。
例えば、遠隔地の学習者が体を左右に動かしてリズムをとりながら歌を歌っている場面では、当初は超鏡画面上に
映し出された自分たちの姿に気をとられて直立したままの学習者が、遠隔地にいる相手の身体のゆれと同じ方向に自
分も身体を揺らすという動作が確認できた。また、超鏡画面上に映されている相手の姿を隠さないように、相手の前
を横切る時に腰をかがめながら歩く児童の姿も確認できた。
したがって、教育実践における児童の行動にも「同一の場所にいるような現象」が認められ、超鏡システムは従来
のテレビ会議システムでは得られなかった臨場感や一体感を学習者同士が共有できるシステムであることが明らか
になった。
さらに、従来のテレビ会議システムでは、聞き手全員が話し手は自分を見ていると解釈してしまう fモナリザ視線
効果」がある上、画面情報が共有できないため、言語以外に話しかける相手を特定できないなどの問題があり、対面
状況下とは異なる方略が必要で、あった。しかし、超鏡システムでは自己像と相手像を同一の画面上で映し出されるた
め、対面状況下でのコミュニケーションと同じ方略をとることが確認された。
上述した、遠隔地の学習者との歌の交流場面に見られた「身体動作の引きとみ現象」などは代表的な事例といえよ
フ。
今後は超鏡システムがより多くの教育現場で利用されるために以下の課題に取り組みたい0
.教員が超鏡システムについて知る/学ぶ機会の保障
-機器の簡素化
・学校に整備されているネットワークでの利用
.教育的効果のさらなる検証
論文審査の結果の要旨
本論文は、ネットワークを利用する遠隔教育や遠隔学習における、コミュニケーション過程に焦点を当てた一連の
研究から構成されている。そして、遠隔教育や遠隔学習で用いられる各種メディアの役割と、それを扱う人間の状態
を、実践を続ける中で分析・検討しながら、端末操作の慣れの影響、コーディネータや支援者の役割、講義形態によ
る相違、ヒューマン・インタフェースの機能や課題といった、人間に関連した成果を 5 章にまとめている。
小学生向けロボットコンテストのための、インターネット上の協調学習コミュニティに関する研究では、コーディ
ネータから学習者への参加段階に応じた働きかけの重要性や、機器操作を支援する保護者の役割を、膨大な記録の中
から詳細に分析している。また、自己像を重畳表示する「超鏡」システムによる日韓小学校聞の国際交流学習で、は、
準備段階から日韓双方の教室に入り込み、コーディネータとしての役割を果たしながら、「身体動作の引き込み現象J
「社会性の出現J などの協調活動を見つけ出すと共に、会話データ等から教室に新技術を持ち込む際の課題の検討な
どを行っており、その方法や成果は、今後の教育工学関連、特に遠隔学習分野の研究に多大の影響を与えると考える。
以上の理由から、本論文は、博士(人間科学)学位論文として十分に価値あるものと判定した。
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